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軸組構法   

1 はじめに 

前報に引き続き，本報では木質構造による中大規模建築物

を想定した軸組構法の耐力壁について，本試験を実施する試

験体を決定するために，使用材料やおさまり，階高などパラメ

ータを設けて実施したパイロット試験について報告する．  

2 試験体 

試験体一覧を表 1 に，共通部材の材料規格を表 2 に，パラ

メータと仕様一覧を表 3 に，試験体図の一例を図 1 に，面材

の割付図を図 2 に示す．試験体数は各 1 体計 10 体とした．試

験体には初期剛性を期待し，柱頭柱脚の引張側（正側加力

時）となる位置に L 型接合金物（チビフリーダムコーナー）を配

置した．柱断面

が 120 ×

150mm の場合

は 見 付 幅 を

150mm とした．

No.4 を除く試

験 体 は め り 込

み防止として柱

頭には土台プ

レートを配置し、

柱脚には 120

× 90mm の 貫

通ほぞとした。 

 

部材 区分 樹種 断面[mm]

桁 JAS構造用集成材 対称異等級 E135-F375 ベイマツ 120×360

土台 JAS構造用集成材 同一等級 E95-F135 ヒノキ 120×150

材料

 
 

記号

a 壁仕様

b 床仕様

c
壁高さと
柱断面

H3.8
H5.0

:
:
壁高さ／3.8m，柱断面／120×120mm
壁高さ／5.0m，柱断面／120×150mm

d
柱頭・柱脚
仕様

防有
防無

:
:
柱頭／ほぞ＋土台PL,柱脚／柱勝ち（貫通ほぞ）
柱頭…ほぞ,柱脚／土台勝ち

e 壁面材と
接合具

合板 :面材／片面JAS構造用合板,24mm,特類2級,全層
スギ，接合具／CNZ75@50×2列千鳥打ち

MDF :面材／両面JIS構造用MDF,9mm,曲げ強さ区分
30，接合具／CNZ65@100×2列千鳥打ち

f 軸材(柱･
間柱･受け
材･中桟)

ヒ集
ス集
ヒ製

:
:
:

ヒノキJAS構造用集成材,同一等級E95-F315
スギJAS構造用集成材,同一等級E65-F255
スギJAS構造用製材,機械等級区分E90

g 受け材
接合具

@75
@100

:
:
x マーク表示金物STS6.5F･180@75

同@100，無：柱受け材なし

パラメータ 仕様

床：床勝ち，壁：壁勝ち

大壁，真壁

 

 

3 加力方法と測定方法 

試験概要と測定位置図を図 2 に示す．試験方法は，タイロッ

ド上部を試験体に固定し、タイロッド下部を試験装置に固定し

たタイロッド式とした。加力方法は正負交番繰返し載荷とし，加

力サイクルは真のせん断変形角制御で 1/600，1/450，1/300，

1/200，1/150，1/100，1/75[rad]とした． 
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受け材
（96×90）

座付きボルトM16
（先に挿入する）

柱（120×120）

間柱（96×45）

Zマーク 2-STS6.5F-L180
斜め打ち

中桟
（96×120）

柱（120×120）

床面材
構造用合板
全層スギ，特類2級
（t=28）
くぎNZ75@150で
土台に留め付け　　

カナイ
チビフリ-ダム
コーナー

柱脚の仕口
ほぞ90×120 ?=120
2-N90平打ち

タナカ　オメガ土台プレートⅡ
（めり込み防止プレート）
t=12 120×170（ホゾ穴30×90）

カナイ
チビフリ-ダム
コーナー

柱頭の仕口
ほぞ30×90 ?=107
2-N90平打ち

[mm]

Zマーク
STS6.5F-L180@75

上下突き付け
2-CNZ90斜め打ち 桁（120×360） ボルト穴6-φ18

受け材は床面材を介して土台に
Zマーク STS6.5F-L180@75で
留め付け

座掘り加工
t=15　150×85　

床合板の釘打ち位置
ボルト穴6-φ18

壁面材
構造用合板
（t=24，750×1572）
片面張り　　

壁面材
構造用合板
（t=24，750×1820）
片面張り　　

くぎCNZ75
（ワイヤー連結くぎ）
外周部@50以下
2列千鳥打ち
縁端距離20

くぎCNZ75
（ワイヤー連結くぎ）
中通り部@50以下

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

4 実験結果 

4-1 包絡線 

包絡線について，真のせん断変形角(以下，真)を図 3 に，

見かけのせん断変形角(以下，見かけ)を図 4 に示す．No.4 の

試験体以外には柱頭・柱脚にめり込み防止を施したが，全て

の試験体において柱頭が桁に大きくめり込み，見かけのせん

断変位が進展した．見かけのうち真の占める割合は，壁高さ

3.8m の試験体(No.1～4，6,7,9,10)は約 1/2，壁高さ 5.0m の試

験体(No.5,8)は約 1/3 となり，めり込みによる影響が大きいこと

が分かった．壁高さ 3.8m の MDF 仕様 2 体(No.6,7)と真壁仕

様 2 体(No.9,10)は，破壊し最大耐力の 0.8 低下まで加力した

が，他はジャッキストローク限界で破壊まで加力できなかった． 

表 2 共通部材の材料規格と断面寸法 

表 3 パラメータと仕様一覧 

表 1 試験体一覧 

No. g

6

7

8

9

d e f

@75

ヒ製 無

防有 MDF ヒ製 無

床

10

ca

1

2

3

4

5

b

真壁 床 H3.8

大壁 床 H5.0

大壁

防有 合板 ヒ集 @100

真壁 床 H3.8 防有 合板 ヒ集

H3.8 防有 MDF

ヒ製 無

ヒ集 無大壁 床 H3.8 防有 MDF

大壁 床 H5.0 防有 合板

ス集 無

大壁 床 H3.8 防無 合板 ヒ集 無

大壁 床 H3.8 防有 合板

ヒ集 無大壁 壁 H3.8 防有 合板

ヒ集 無大壁 床 H3.8 防有 合板

面材と桁・柱との隙間20

面材と土台との隙間なし

面材同士の隙間なし
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図 1 試験体図（No.9） 

図 2 面材割付図 
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図 2 試験概要図 

4-2 構造特性値 

 構造特性値について，真の評価の場合を表 4 に，見かけの

評価の場合を表 5 に示す．なお，ばらつきによる低減はしてい

ない．真の評価では全ての試験体で目標耐力 30kN/m を上回

った．見かけの評価では剛性低下が影響し目標耐力を下回っ

た試験体が多かったが，柱頭のめり込みを防止すれば耐力の

向上が期待できる結果となった． 

4-3 破壊性状 

 破壊性状を写真 1～5 に示す．全ての試験体において柱頭

部のめり込み(写真 1)及び柱脚部の引き抜け(写真 2)が生じた．

壁高さ 3.8m の MDF 仕様(No.6,7)では MDF のパンチングアウ

ト(写真 3)が，真壁仕様(No.9,10)では合板の面内せん断破壊

(写真 4)が，壁高さ 5.0m の MDF 仕様(No.8)では面外方向へ

柱の曲げ変形(写真 5)が生じた． 

5 おわりに 

非住宅の中大規模木造建築を想定した耐力壁について，

様々なパラメータの試験を行い，本試験の試験体を決定する

ために必要な仕様に応じた特徴的なデータを得ることができた．

一方，柱頭のめり込み防止には課題を残した．パラメータごと

による検証は次報で報告する． 

 

 

 

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10

降伏耐力Py [kN/m] 44.7 43.6 37.5 41.6 35.5 53.3 50.0 37.6 45.1 44.0

Pu･0.2 2μ-1 [kN/m] 35.4 35.1 40.5 29.3 24.6 49.3 51.8 33.5 37.3 34.8

2/3Pmax [kN/m] 54.9 52.1 45.9 51.6 45.7 57.3 54.4 44.9 56.0 54.5

Ｐ1/150rad. [kN/m] 42.7 45.7 39.1 39.3 42.7 64.3 62.7 57.6 40.5 37.3

5.6 6.5 5.6 5.1 6.7 12.1 14.3 14.1 5.1 4.5

40.3 35.3 57.1 34.8 21.3 32.2 31.0 16.7 48.4 50.0

剛性K [103kN/rad.]

終局変位 [10-3rad.]  

 

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10

降伏耐力Py [kN/m] 45.4 42.9 38.4 34.0 36.3 54.1 50.0 37.4 42.5 44.4

Pu･0.2 2μ-1 [kN/m] 29.2 30.8 26.4 23.0 25.3 37.0 32.3 28.0 29.2 28.1

2/3Pmax [kN/m] 52.1 51.1 45.9 42.5 44.3 57.3 52.6 44.9 52.5 52.7

Ｐ1/120rad. [kN/m] 29.7 30.9 25.9 24.2 24.6 38.8 33.7 28.5 29.0 27.1

2.6 2.8 2.3 2.0 2.3 3.5 3.0 2.7 2.6 2.4

66.7 66.7 66.7 66.7 66.7 66.7 66.7 66.7 66.7 66.7

剛性K [103kN/rad.]

終局変位 [10-3rad.]  
 

表 4 真のせん断変形角評価による構造特性値 

表 5 見かけのせん断変形角評価による構造特性値 

図 3 真のせん断変形角による包絡線 

写真 5 柱の曲げ(No.5) 写真 4 合板の面内 
せん断破壊(No.9,10)  

写真 3 MDF のパンチン
グアウト(No.6,7) 

写真 2 柱脚部の引き抜け
(全て) 

 

写真 1 柱頭部のめり込み 
     (全て) 

(+)P(-) 

標点距離間 H 
3680 または 4880mm 

タイロッド下部固定治具 
(試験装置底盤に固定) 

土台固定用ボルト M16 

100kN 
ロードセル 

図 4 見かけのせん断変形角による包絡線 

10-3 rad.] 

10-3 rad.] 
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